
＜GAP認証取得で苦労したこと＞
◆組合員への理解促進と周知の徹底
組合員167名への説明と管理委託業務の適切な実施の
意識付け

◆帳簿書類等の作成・整備
作業記録の徹底とルールの書面化

＜GAP認証取得による効果や改善されたこと＞
◆従業員の意識改革
従業員の自主性の高まりによる意識改革

◆安全性の確保
労働環境の見直しによる労働安全の確保

◆働きやすい環境の確保
農場内の整理整頓による働きやすい環境の確保

◆農産物生産におけるプライド意識の芽生え
農産物生産への自信と意識の高揚

◆一般消費者への販売の拡大
GAP認証取得の周知による一般消費者への販売拡大

☞ＧＡＰの取組
（個別認証） (農)アバンセ乾側

〈問い合わせ先〉0779-65-8078

＜基本情報＞
所在地：福井県大野市牛ヶ原103-25-1
従業員10名

＜農場概要＞
栽培面積：米（種もみ200ha、食用米17ha、飼料用米
10ha）、大麦32ha、そば33ha、サトイモ・ネギ・加工用
キャベツ3.2ha（令和３年度実績）

＜今後の事業展開の目標＞
◆若手世代の人材育成と確保
地域の模範となるモデル農場として、若手農業者・従
業員の育成確保

◆優良な種もみ産地としての持続的な取組み
圃場の適正管理と若手への継承

JGAP

米、大麦、そば

＜ＧＡＰの取得のきっかけ＞
◆地元普及センターからの勧め
GH評価の点数がよかったことから、福井県奥越農林総
合事務所からGAPを勧められたことがきっかけ

◆良質な種もみ産地として生産管理体制の見える化
全国有数な種もみ産地としての正当な評価と信頼性の確保
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